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【要旨】

背景　インターハイ（IH）入賞者は平均的な高校生

よりも高いストレス対処力を持っているのだろう

か、それとも差はないのであろうか。ストレス対処

力の観点から競技者の育成と健康管理につながる知

見を得るべく調査を行った。

目的　高校生エリートアスリートが一般の高校生よ

りも高いストレス対処力を持っているのかどうか検

証することを目的に、インターハイ陸上競技入賞者

を対象として SOC 尺度を用いた調査を行った。

方法　2017 年全国高校総合体育大会陸上競技の入

賞選手 424 名を対象に質問紙を用いた横断的、観察

研究を実施。有効回答を得た 166 名を分析対象とし

た。SOC 尺度 13 項目 5 件法版によるストレス対処

力評価を行い、先行研究における一般高校生および

成人年代別サンプルと比較した。

結果　インターハイ入賞者群は、一般高校生

（P<0.01）および全国サンプルの 20 代（P<0.01）、

30 代成人（P=0.01）よりも有意に高く、40 代成人

と差異のない SOC スコアを示した。

結論　本調査においてインターハイ入賞者は一般の

高校生や若年成人よりも高いストレス対処力を持っ

ているとの結果が得られた。ストレス対処力は競技

者の育成や健康維持を考える上で有用な視点となる

可能性がある。

※附記　本研究は途中経過を日本陸連科学委員会研

究報告第 16 巻（2017）にて報告し、分析結果をス

ポーツ精神医学第 15 巻“SOC 尺度を用いたインター

ハイ陸上競技入賞者のストレス対処力の検討”26)

にて報告している。本稿は前記報告を一部要約し、

2018 年度科学委員会活動報告として再掲するもの

である。

１．諸言

1.1　高校生エリートアスリートはストレス対処力

に優れているのか？

トップアスリートは長期間の厳しい鍛錬を経て身

体的、技術的に抜きんでた能力を獲得し、心理的ス

トレスがかかる状況でパフォーマンスを発揮する

ことに成功している。これらの事実から、彼らが

高いストレス対処力の持ち主であると想像するこ

とは難くない。しかし、アスリートの精神的な耐

久力についてストレス対処力概念である Sense of 

Coherence (SOC) の見地から検討した研究はほとん

ど存在せず、彼らが実際に高いストレス対処力を

持っているのかどうかは明らかになっていない。同

時に、競技者の発達成長過程において、どの年代で

これらの能力が身につき、育まれていくのかについ

ても分かっていない。

そこで、高校生エリートアスリートのストレス対

処力は一般生徒よりも高いという仮説を設定し、全

国高等学校総合体育大会（インターハイ）陸上競技

において 8位以内に入賞した選手を対象にストレス

対処力 SOC についての調査を実施し、先行研究との

比較を行った。

今回対象となったインターハイ入賞選手は、高校

生の時点において国内最高の競技水準に達している

競技者ということができ、慢性的かつ高強度の運動

負荷に加え、結果への重圧や周囲からの期待など、

一般の生徒が曝露しないような心理的身体的ストレ

スに対処しながら競技を行い、好成績を挙げること

に成功しているものと推測される。本研究で用いた

SOC は、このような種々の負荷に曝されながらも心
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身の健康を維持し、成長を続けていく能力を評価す

る際に特に有用な概念と考えられている。また SOC

は心理的身体的ストレス反応の発生に対して緩衝的

に作用すると言われているため、アスリートにおけ

るオーバートレーニングの防御因子として作用する

可能性について、合わせて検証を行った。

1.2　 ス ト レ ス 対 処 能 力 概 念 SOC（Sense of 

Coherence）について

SOC は“首尾一貫感覚”と直訳され、ストレスの

ある状況下において健康を維持する能力を指す。社

会ストレス研究者であり健康社会学者である Aaron 

Antonovsky（1923 ～ 95、ユダヤ系米国人）が体

系化した健康生成論の中核となっている概念であ

る 1) 2)。健康生成論は、現在も主流となっている疾

病生成論の対極に位置する理論と捉えると理解し

やすい。すなわち、疾病生成論では「疾病はいか

にして生じるのか」「危険要因（risk factor）は

何か」と考えを進めていくのに対し、「健康はいか

にして回復、保持、増進されるのか」「健康要因

（salutary factor）は何か」との観点に立って研究

し、人間の健康の支援と強化を図ろうとする理論で

ある 21) 22) 23)。

健康生成論の理解を助ける象徴的な出来事と

して、以下のエピソードが知られている 21)23)。

Antonovsky は 1970 年代初頭、イスラエルの更年期

女性を対象に、強制収容所への収監経験が心身の健

康に及ぼす悪影響について検討するプロジェクトに

参加した。ユダヤ人虐殺という過酷な経験を経て強

制収容所から生還した群は、一定の年月が経過した

時点でも健康状態が不良である割合が高かったが、

一方で同じ経験をしていても健康状態を良好に保

ち、むしろその経験を成熟の糧として明るく前向き

な生活を送っている群がいることに注目した。健康

生成論の観点から、極めて強いストレッサーやトラ

ウマに耐えて、心身の健康保持に成功している人々

に共通して存在する健康要因を研究し、見出された

のがストレス対処能力概念（Sense of Coherence）

である。

SOC は、“自身の生きている世界は筋道が通って

いる（coherent）”という感覚であり、次の三つの

感覚から構成される。第一は“把握可能感”（sense 

of comprehensibility）、第二は“処理可能感”

（sense of manageability）、第三は“有意味感”

（meaningfulness）である。把握可能感は自分の置

かれている状況が理解できるという感覚、処理可能

感は「何とかなる」という感覚、有意味感はストレッ

サーへの対処のしがいも含めて、やりがいや生きが

いを感じられるという感覚を指す 21)22)。Antonovsky

が 1987 年の著書で SOC 尺度（29 項目尺度と 13 項

目短縮版）を提案 2) し、日本語版を山崎らが作成

し妥当性が確認されている 21)。

SOC に関する研究はすでに国内外で数多く行われ

ており、ストレス負荷が予想される種々の職務環境

やライフイベントにおいて、SOC が心理的健康の保

持に有利に機能することが報告されている。国内の

研究では、20 代の社会人においてメンタルヘルス

疾患を有する群は SOC 得点が低い 13)、自衛隊に入

職した青年期男性において SOC が入職後の抑うつ症

状の緩衝要因となる 8)、一年目研修医のバーンアウ

トと SOC 下位尺度得点に有意な相関がある 4)、医学

生の主観的健康感の維持と SOC に有意な相関があ

る 12)、SOC は看護師のバーンアウト 5) 9) 20)、抑うつ

状態 6) 7) 14)、身体的心理的ストレス反応 25)、離職願

望 24) に対して緩衝作用を及ぼすことなどが報告さ

れている。

一方、アスリートの SOC について調べた研究は

まだ少ない。国外ではドイツのエリートアスリー

ト 698 人を対象にした研究を Mayer らが行い、アス

リートの SOC が一般人口よりも低い水準であったこ

と、特にオーバーユース障害の歴のある 19 ～ 25 歳

の女性において低いスコアであったこと、SOC の高

さがアスリートの総合的な健康度と相関があったこ

とを報告している 10)。国内においては、大学生武

道部員 84 名を対象とした浅沼らによる調査で武道

部員の SOC が一般大学生より高いことが示唆されて

いる 3) ほか、大学生 640 名を対象とした辻らの調

査でスポーツ系活動への継続的な参加が高い SOC と

関連した 19) との報告があるが、高校生競技者を対

象にした研究はほとんど見当たらない。

国内における年代別 SOC 基準値を求めた戸ヶ里ら

の研究 18) において、SOC スケール得点に性差が見

られないこと、年齢を重ねるにつれて概ね高い得点

を示す傾向があることが報告されている。SOC は各

人が生得的に固定して持つ能力ではなく、良い人

生経験によって形づくられ、育まれる能力であり、

生涯を通じて発達しうるものと考えられている 21)。

Antonovsky によれば思春期は乳幼児期とならんで

SOC が最も形成され発達する時期であり、個人が

SOC を獲得する上で大きな影響を受ける時期である

と位置づけられている。高校時代の SOC の変化に関

連する要素を探索した戸ヶ里らの研究 17) において

は、SOC が高値で維持される要因のひとつとしてス

ポーツが得意なこと、SOC 上昇に関連する要因とし
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て積極的な部活動が挙げられている。ハイレベルな

高校生競技者の SOC を調べることは、競技に打ち込

む日々の体験が思春期の SOC 形成にどのように作用

するのかを知る手掛かりとなると考えられる。

1.3　調査の目的

本研究は、高校生エリートアスリートのストレス

対処力は一般生徒よりも高いという仮説の検証、な

らびに他の年代と比較してどの水準にあるか把握す

ることを目的として以下の調査を行った。補助的な

検討としてオーバートレーニングの既往と SOC の関

連について調べた。

2．方法　

2.1　研究方法

質問紙を用いた無記名アンケート調査を横断的に

実施した。2017 年 7 月 29 日から 8 月 2 日の日程で

山形県にて開催された 2017 年度全国高等学校総合

体育大会（インターハイ）陸上競技（※男子 21 種目、

女子 20 種目）において、8 位以内に入賞した全選

手 424 名に質問紙を競技場にて直接配布し、郵送に

て回収した。（調査期間：同 8 月 2 日配布、8 月 10

日回収締め切り）。なお、全国の高校生陸上競技者

数の目安として、2017 年度日本陸上競技連盟高校

生登録会員数は 114,409 人であった。

本研究は日本陸上競技連盟科学委員会が実施する

包括的調査の一部として実施され、以下に関する質

問で構成された。〔質問項目：性別、学年、競技年

数、身長、体重、競技歴、競技開始動機、初経発来

年齢、食習慣、体調、睡眠時間、練習時間、スポー

ツ関連障害（筋、腱の損傷、疲労骨折、骨折、貧血、

オーバートレーニング）、無月経、サプリメントの

使用、日本語版 13 項目 5 件法版 SOC スケール 15)〕。

このうち、本研究では〔性別、学年、競技年数、疲

労骨折、オーバートレーニング、日本語版 13 項目

5件法版 SOC スケール〕を変数として用いた。

調査対象であるインターハイ陸上競技入賞者と比

較するデータとして、先行研究として存在する高校

生平均および全国サンプルの年代別 SOC（13 項目 5

件法版）平均スコアとの比較を行った。高校生平均

のスコアは戸ヶ里ら（2009）が都内の某難関私立高

校の全校生徒を対象に同検査を実施した報告 17) を

用い、本調査と同じ 2学期にあたる 2007 年 11 月の

結果（n=1365）を使用した。年代別全国サンプルの

スコアは戸ヶ里ら（2005）の報告 15) による数値（表

2）を用いた。

　

（※競技内訳：男子；100m、200m、400m、800m、

1500m、110mH、400mH、3000mSC、5000mW、4 ×

100m、4 × 400m、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、

砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、八種競技。

女 子；100m、200m、400m、800m、1500m、3000m、

100mH、400mH、5000mW、4 × 100m、4 × 400m、走高

跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハ

ンマー投、やり投、七種競技）

2.2　対象

質問紙を配布した 8位入賞選手 424 名中、回収数

は 169 名であった。そのうち SOC 項目に欠損回答が

あった 3名を除いた 166 名（男子 80 名、女子 86 名）

を分析対象とした。有効回答率は 39.2% であった。

2.3　倫理的配慮

無記名アンケートにて実施。調査参加は自由意思

に基づき、拒否した場合においても不利益はないこ

と、プライバシーは保護され調査データは研究目的

以外には使用しない旨を説明の上で実施した。デー

タは個人の特定できない形で処理、管理した。本研

究の実施と発表について北里大学メディカルセン

ター倫理委員会の承認を得た。

2.4　統計

2 群間の比較には、対応のない t 検定（等分散性

非成立にて Welch’s t test、両側検定）を行い、0.05

を有意水準とした。

3　結果

3.1　対象者について

SOC 項目に関して完全な回答を得られたのは 166

名（男子 80 名、女子 86 名）であった。性別と学年

の内訳を（表 1）に示した。学年別の構成は 1 年生

が 12 人（7.2%）、2年生が 47 人（28.3%）、3年生が

107 人（66.5%）であった。

3.2　対象者の SOC スコア

今回調査を行ったインターハイ陸上競技入賞者の

SOC スコア（13 項目 5件法版）平均値および標準偏

差（SD）を示す（表 1）。全体（n=166）の SOC スコ

ア平均値（SD）は 43.51(7.34) であり、男子全体

（n=80）の SOC スコア平均値は 42.58(7.37)、女子

全体（n=86）では 44.37(7.27) であった。性別間の

スコアについて比較を行ったところ、学年毎の比較、
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表 1　インターハイ陸上競技入賞者の SOC-13（5 件法版）スコア平均値 (SD)

全体の比較のいずれにおいても有意差を認めなかっ

た。また、各学年間のスコア比較においても有意差

を認めなかった。

※性別間の有意差は学年毎の比較、全学年の比較

いずれにおいても無し。学年による有意差も無し。

3.3　インターハイ入賞選手と高校生平均および全

国サンプルの SOC スコア比較

インターハイ陸上競技入賞者と高校生平均およ

び全国サンプルの年代別 SOC スコア（13 項目 5 件

法版）の比較を（図 1）に示す。併せて比較に用い

た戸ヶ里ら 15) による全国サンプルの年代別 SOC ス

コア（13 項目 5 件法版）を（表 2）に示す。イン

ターハイ入賞者全体の SOC スコア〔n=166、平均値

43.51(7.34)〕は戸ヶ崎ら（2009）17) の高校生平均

〔n=1365、平均値 37.7(6.4)〕と比較して有意に高

かった（P ＝ 0.01 × 10-16）。全国サンプル年代別平

均との比較においては、インターハイ入賞者の方が

20 代（P ＝ 0.04 × 10-2）および 30 代（P=0.01）成

人の全国サンプル値よりも有意に高い SOC スコアを

示した。インターハイ入賞者と 40 代成人のスコア

との間に有意差はなかった（P=0.11）。

3.4　オーバートレーニングの既往と SOC スコアに

関する検討

インターハイ入賞者のうち、オーバートレーニン

グは 23.4%（有効回答 154）の選手が経験している

と答えた。平均競技経験は 5.94 年であった（回答

数 164）。

オーバートレーニングの既往の有無ごとの SOC ス

コア平均値（SD）を（表 3）に示す。オーバートレー

ニングの既往があると答えた群と、ないと答えた群

の SOC スコア平均値（SD）を比較した結果、既往あ

り群（n=36）では 42.14（7.36）、既往なし群（n=118）

では 44.22（7.34）であった。数値上はオーバート

図１　インターハイ入賞選手と高校生平均および全国サンプルの SOC-13（5件法版）平均得点
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レーニングの既往のない群の方が高い平均値を示し

たが、検定の結果、有意差は認めなかった（P=0.14）。

4　考察

4.1　高校生エリートアスリートのストレス対処力

SOC は年齢とともに成長しスコアが上昇していく

傾向があることがわかっているが 15)18)、インターハ

イ入賞者の SOC スコアは一般の同世代よりも高く、

さらに 20 代 30 代の一般成人よりも高水準であると

の結果が得られた。本研究で設定した“高校生エリー

トアスリートのストレス対処力は一般生徒よりも高

い”との仮説を支持する結果について、以下のよう

に理由を考察する。

インターハイ入賞者の SOC が高水準であった第

一の理由として、競技活動を通じて SOC が培われ

ているということが考えられる。SOC を提唱した

Antonovsky によれば SOC は良好な人生経験、すな

わち“一貫性のある、程良い負荷の、結果形成に参

加する経験”によって育まれるとされている 1) 2)。

競技スポーツはまさに結果を形成していく経験であ

り、インターハイをはじめとする明確な目標に向け

て努力を重ね、成績と向き合う経験を積んでいくこ

とによって SOC が高められていると考えることは、

Antonovsky の理論にも矛盾しない。高校生の SOC

の変化を追跡した戸ヶ里らの報告 17) においても、

スポーツが得意なことは SOC の高値維持要因の一つ

である、積極的な部活動は SOC 上昇要因であるとの

結果が得られており、この解釈を支持すると考える。

第二の理由として SOC が高い選手ほど高い競技水

準に達する傾向があるという可能性が考えられる。

SOC が競技力の強化要因として作用するかどうかに

関する先行研究はまだないが、SOC の高い選手ほど

強いストレスのかかるトレーニングを積むことがで

き、結果として秀でた競技力を獲得する傾向がある

のかもしれない。得られた結果に対する解釈として

二つの理由を示したが、いずれか一方の理由によっ

て今回の傾向が示されたと捉えるよりも、両者が相

乗的に作用しているものと考える。すなわち、競技

生活から得る豊かな経験によって SOC が育まれ、獲

得した SOC に支えられて鍛錬を積むことにより競技

力が高められる、そして得られた結果や体験によっ

て一層高い SOC を得ていくという好循環におかれた

アスリートが好成績を挙げているのではないだろう

か。

また、高校生にして 40 代の成人並みのストレス

対処力を持った競技者の SOC が、その後どう推移し

ていくかは、本研究により新たに浮かんだ疑問点で

ある。今後、前後の年代を対象とした調査や SOC と

関係する要因の調査を行うことにより、競技者の

SOC がどのように成長していくのか、解明を進めて

いく必要がある。

表 2　年代別全国サンプルの SOC-13 項目（5件法版）スコア

〔戸ヶ里らの報告 15) Appendix4 を基に作成〕

表 3　オーバートレーニングの既往有無と SOC スコア平均値 (SD)
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4.2　オーバートレーニングの既往とストレス対処

力

陸上競技インターハイ入賞者におけるオーバート

レーニングの経験割合は 23.4% であった。日本陸連

医事委員会による 2013 年インターハイ陸上競技全

選手調査では各 13.9%、9.5% との報告 11) があるが、

心身共に成長過程にある高校生年代の選手がオー

バートレーニングに陥ることのデメリットは非常に

大きいと考えられ、実態の把握と予防に関する取り

組みを引き続き行っていく必要がある。

今回の調査では、オーバートレーニングに対して

SOC が防御因子として機能しているとの結果は得ら

れなかったが、サンプル数の少なさのために有意な

結果が得られなかった可能性がある。今後も SOC が

オーバートレーニングの発生緩衝因子であるかどう

か、検証を行っていく価値はあると思われる。

4.3　研究の限界

本研究は横断研究であるため、インターハイ入賞

と SOC スコア高値との因果関係について明らかにす

ることはできない。また、回収率が 39.8％、有効

回答率が 39.2％と低率であったために自己選択バ

イアスの存在を否定できない点も本研究の限界のひ

とつである。比較対照とした一般高校生の値は都内

の私立大学付属難関高校における先行研究の結果を

用いており、全国の高校生の平均値を正確に反映し

ていない可能性がある。今後はより高い回収率を得

る方法を検討し、他集団における調査を重ねて本研

究成果の再現性の検討を行っていく必要がある。

4.4　結語

本研究においては、インターハイ入賞者が一般の

同年代よりも高いストレス対処力を持つことが示さ

れた。2018 年度も同様の調査を実施しており、今

後数年分の調査からより信頼性の高い情報を得てい

くと同時に、関連する要因を検証していく必要があ

ると考える。強く健康なアスリートの育成を目指す

上で、SOC を育むという視点が新たなアプローチと

なるかもしれない。

5　附記　

本研究は公益財団法人日本陸上競技連盟科学委員
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選手を対象としたアンケート調査の一部として実施

した。本研究に関して申告すべき利益相反はない。
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